
鹿児島大学での

「市長とふれあいトーク」発言に対する処理方針

〔 開 催 概 要 〕

日時：平成２８年１月２１日（木）１１：００～１２：００

場所：鹿児島大学　総合教育研究棟１０２講義室

※ 平成２７年度　第７回目

鹿児島市 市民協働課

平成２８年１月



「 市 長 と ふ れ あ い ト ー ク 」 発 言 に 対 す る 処 理 方 針

番号 発言者 関係部局

1 鹿児島大学

男性

① 　千日町の再開発についてのワーク
ショップでは、タカプラ跡地に広場を整備
する場合、どのような広場が適している
か検討を行い、大きく分けて２つの意見
がでた。１つ目は「ランドマーク的なよう
なものを作って市民に親しみやすい場
所を作る」、二つ目は「季節や流行など
にあわせて形を変えられるような広場に
する」といったものだ。
　広場にする場合は、床を芝にして植木
鉢を置いたりすることで、明るい緑のイ
メージになるようにした方がいいと思う。
再開発は、基本的に民間の方々が作っ
ていくものではあるが、市として対応が
できるようなことがある場合は、検討をし
てほしい。
　そのほかにも、天文館はお店がたくさ
んあって分かりづらいので、案内所を設
置して欲しい。

① 　千日町１・４番街区の再開発は、地元の方々が、いづろ・天文
館地区の活性化の計画となるように進めています。
　鹿児島市としても、本市の再開発としての観点から、地元の
方と意見交換を行い、今後の天文館地区を活性化するため
に、本市の役割・立場を踏まえながら情報交換を行っていると
ころです。
　ご提案頂きました内容につきましては、地元の方々が集まる
検討会の場などでお伝えしたいと思っています。
　また、緑を増やした方がいいとのお話ですが、鹿児島市では
壁面緑化など鹿児島市全域の緑化を進めておりますので、千
日町１・４番区についても、緑化が進められるような対応をして
頂ければと考えております。
　案内所につきましては、おつきやぴらもーるアーケード内に
「天まちサロン」を設置しており、出来れば、同じようなものを千
日町にも設置していければと思います。

経済局
建設局

【経済局】
　市長回答のとおり

【建設局】
　ワークショップでご提案いただいた内容について、地
元の方々にお伝えしたところ、今後の参考にされると
のことでございました。
　今後、本市としましても、事業の実現に向け、地元の
方々とともに取り組んでまいりたいと考えております。

2 鹿児島大学

男性

② 　鹿児島市のゴミ減量化を進めるため
に、「ゴミ袋の有料化」について提案した
い。
　有料化の仕組みだが、例えば、月初め
に世帯の規模に応じて無料配布し、不
足する分を購入してもらうという形にす
れば不公平感も少なく、ゴミの削減や分
別を意識する契機になると思う。

② 　鹿児島市もゴミの分別を進めており、出来るだけゴミ減量やリ
サイクルを進めようと取り組んでいますが、なかなか減らないと
ころが現状です。
　現在、焼却施設や埋め立て施設もありますが、これからゴミ
が増えると、それらの施設がさらに必要となり、様々なコストも
増大することが予想されます。そのため、出来るだけゴミを増や
さない、有効活用するといった取組が必要だと考えています
が、ご提案頂いた意見も、そのような取組みへの視点の一つで
はないかと私自身も考えています。
　しかしながら、「ゴミ袋の有料化」については、他の自治体でも
様々な論議があり、ゴミを出すための料金設定も大きな課題に
なってくると考えられるため、市としても、有料化がいいのか、
今のままがいいのか、しっかりと検討しなければならないと感じ
ています。
　また、鹿児島市には清掃事業関係について、諮問を行う「清
掃事業審議会」がありますので、審議会の中で、そのようなご
提案を頂いたことをお伝えしたいと思います。

環境局 　市長回答のとおり

日時：平成28年1月21日（木）11：00～12：00
場所：鹿児島大学

発　言　内　容 市　長　回　答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等
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3 鹿児島大学

女性

③ 　ごみが増加する原因の一つであるレジ
袋を減らすための取組として、スーパー
のレジ袋の大きさを少し小さめのサイズ
に統一することを提案したい。レジ袋が
小さくなると、購入量の多いお客さんは、
持って帰る袋の数が増えて持ちにくくな
るので、マイバッグを持参する人が 増
え、結果レジ袋が減ることになると思う。
また、この取組を実行する場合、行政主
導で行うことで、より強制力のある取組
になると思うが、そのような取組を行政
が中心となって取組むことは可能か。

③ 　レジ袋の削減は、地球温暖化防止やゴミの減量化の施策とし
て、大変有効だと思います。
　行政といたしましても、これまで、ゴミ削減に対する意識を変
えるために、マイバックの持参について、レジ袋の使用が少なく
なるように積極的に取り組んでいるところであり、少しづつ効果
が出てきているものと考えています。
　しかしながら、まだまだレジ袋を使うお店も多いように思われ
ます。その理由としては、それぞれの事業者の顧客サービスの
在り方であったり、レジ袋を止めても、再度、お客さんの要望に
より、レジ袋の配布を始めたりしたこと等があるようです。
　ゴミ袋の大きさを統一するということは、それぞれの企業の経
営戦略に依るところが大きいため、ご提案頂いたような対策に
踏み込むことは難しいかもしれませんが、行政として、マイバッ
クの持参については、しっかり広報をしていかなければならな
いと考えています。

環境局 　市長回答のとおり

4 鹿児島大学

女性

④ 　市議会は学生にとって、あまり身近に
感じられないといった意見があった。学
生に市議会を身近に感じてもらうには、
たとえば、市議会を視聴するためのテレ
ビ（カフェビジョン）を大学内の学習交流
プラザに設置し、生中継ではなく録画で
も構わないので、放映してはどうか。
　学習交流プラザは食事だけでなく授業
の空コマの時間に学生が多く集まるの
で、多くの学生が触れることができると
思う。

④ 　本年から、選挙権も18歳に拡大にされることから、学生のみ
なさんが、国政・県政・市政について、参画してまちづくりを積極
的に進めることは、ますます重要になっていくと考えています。
　特に、市議会の状況等について、触れられることが重要であ
ると考えておりますが、現在、本会議の状況につきましては、市
のＨＰで放映されており、質疑の概要については、広報紙の「市
議会だより」で知ることができます。
　ご提案頂きましたカフェビジョンを設置し放映できるかというこ
とについては、大学との協議が必要となりますが、もし、設置で
きるとするならば、多くの学生にとって、より身近に市議会を感
じてもらえることになると思います。

議会事務局 　本会議の中継・録画については、現在、インターネッ
トで配信しており、パソコンで視聴できるほか、本庁・
各支所のロビーに設置しているテレビモニターでも中
継をご覧いただけます。
　学生の皆さんを対象としたカフェビジョンについて
は、市の施設以外に設置する場合の管理運営等の面
から困難と考えますが、現在、より多くの市民が本会
議を視聴できるように、スマートフォンやタブレット端末
での配信を検討しているところです。
　今後とも、開かれた市議会に向けて情報発信に努
めていきますので、多くの学生に本会議をご覧いただ
き、議会への関心と理解を深めていただきたいと思い
ます。
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5 鹿児島大学

女性

⑤ 　県外から訪れる観光客やビジネスマン
から、公共交通機関が分かりづらいと聞
いたことがある。県外の人には「交通ナ
ビかごしま」のサイトが便利だと思うが認
知度が低い。鹿児島市を訪れる観光客
が知っていれば便利だと思うので、たと
えばバス停や観光案内板等にサイトの
ＱＲコードを載せて周知・広報はできな
いだろうか。
　また、「交通ナビかごしま」と、タウン情
報誌・観光情報誌との連携はできないだ
ろうか。

⑤ 　「交通ナビかごしま」は、県や関係市のほかに、交通事業者等
で構成される県公共交通総合案内システム運営協議会で運用
されています。
　「交通ナビかごしま」のＱＲコードにつきましては、鹿児島中央
駅東口駅前広場バス乗り場案内板でこれまでも周知・広報を
図っておりますが、バス停にＱＲコードを標記することにつきま
しては、同協議会にご意見のあったことをお伝えしたいと思い
ます。
　また、交通局においても、ホームページにリンクを貼って周知
を図っているところであり、公共交通の関係機関と連携を図り
ながら、観光客の利便性を向上させていきたいと考えていま
す。
　その他にも、観光案内所で配布しております観光パンフレット
「旅ガイド鹿児島市」にも観光施設へのアクセスを含めて、交通
公共機関の情報を掲載しておりますが、より一層詳しく正確な
内容にしたいと考えています。

企画財政局
経済局
交通局

　市長回答のとおり

6 鹿児島大学

女性

⑥ 　県外から友達が遊びにきたときに、ど
こに連れていったらいいか分からない。
　鹿児島中央駅には観光案内所がある
が、案内されている方の年代が違うた
め、話をききづらいことがある。現在は
案内担当の方は若い人が多いようだ
が、様々な世代の方がコンシェルジュと
していれば、聞きやすいと思う。

⑥ 　素晴らしい視点からのご意見をいただきありがとうございま
す。
　鹿児島市では、鹿児島中央駅、観光交流センター、天まちサ
ロン、桜島港フェリーターミナルの４箇所に観光案内所を設置し
ており、桜島フェリーターミナルを除く３つの観光案内所では、２
０代から５０代の９名でローテーションを組んでご案内をしてい
ます。
　今後は、ご提案頂きました意見を踏まえて、様々な年代の方
や外国人観光客によりよい案内ができるように工夫をしていき
たいと考えています。
　また、観光客の世代等に応じて、ある程度ローテーションが組
むことが出来ればと考えています。

経済局 　市長回答のとおり

3/7



「 市 長 と ふ れ あ い ト ー ク 」 発 言 に 対 す る 処 理 方 針

番号 発言者 関係部局

日時：平成28年1月21日（木）11：00～12：00
場所：鹿児島大学

発　言　内　容 市　長　回　答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

7 鹿児島大学

女性

⑦ 　現在、市電の終電時刻が22時台であ
り、年末の期間に限定して最終時刻を
延長する取組が行われているが、バス
については難しいと思うので、市電のみ
をオールシーズン、金曜日と土曜日の
み、深夜1時を天文館の最終時刻として
ほしい。都会でも行っているように運賃
は深夜料金に引き上げてもいいので、
ぜひ検討してほしい。そうすることで、社
会人や大学生がもう少し長い時間、天
文館で食事をすることができ、地域経済
の活性化も図られると思う。

⑦ 　深夜の市電走行については、バスなどに比べて騒音が課題
になってくるかと思います。特に軌道敷に近接したマンションな
どが数ヶ所あり、そういったところへの対応が課題となっている
ため、苦慮しているところです。
　現在では年末に限って、市電の終電時刻を延長しているとこ
ろですが、オールシーズン遅い時間まで運行するとなると、そ
のような課題を解決しなければならないと思います。
　そのほか、運転手の確保であったり、終電時刻を延長するこ
との経済的な効果、効率性について、検討をしていかなければ
ならないと考えています。
　一方で、終電時刻が延長されるならば、天文館や中央駅で遅
くまで食事をされる方々の利便性が図られることになり、街の
経済対策に繋がることと思いますが、企業体である交通局の
経営戦略として可能か、今後の課題でありますので、意見とし
て交通局にお伝えしたいとおもいます。

交通局 　経営戦略として、どの程度の需要の拡大が見込ま
れるのか、また、騒音・専用軌道の踏切等の課題を含
めて、検討したいと思います。
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8 鹿児島大学

男性

⑧ 　一日乗車券を使えるバスと使えないバ
スが分かりにくいため、バスの横に電光
掲示板等で表示したりすることはできな
いか。
　一日乗車券に「交通ナビかごしま」のＱ
Ｒコードを載せて、利用者の利便性を向
上させることはできないか。
　京都のように一日乗車券のほかに、二
日乗車券など発行し、観光客が鹿児島
に長く滞在してもらえるような取組はでき
ないか。

⑧ 　交通局では、一日乗車券を利用可能なバスを判別できるよう
に、券の内側に車両の写真を掲載していますが、なかなか分
かりづらいと言ったこともあるかもしれません。外側に掲載する
ことが出来ないかといったお話も頂きましたので、交通局へお
伝えしたいと思います。
　また、京都市では、一日乗車券・二日乗車券の判別が出来る
ように工夫されているとのことですので、鹿児島市も明確に判
別、利用できるように工夫してしなければならないと思います。
　二日乗車券につきましては、観光案内所等で市電・市バス・
桜島フェリー・桜島アイランドビューが何度でも利用できる
「キュート」、及び外国人観光客向けの「ウェルカムキュート」を
販売しております。
　内容が分かりやすくなるようにしていくとともに、できるだけ滞
在していただけるような工夫もしていかなければならないと感じ
ています。

経済局
交通局

【経済局】
　市長回答のとおり

　便利な共通利用券「キュート」「ウェルカムキュート」
について、引き続き宣伝広報に努めてまいります。

（キュート・ウェルカムキュートの補足説明）
・購入できる場所
　鹿児島中央駅総合観光案内所、観光交流セン
ター、鹿児島港乗船券発売所、桜島港船舶局営業課
窓口、天まちサロン、鹿児島まち歩き観光ステーショ
ン、交通局内乗車券発売所、市役所前乗車券発売所
・１日券、２日券の表記について
　現行のキュート及びウェルカムキュートの表面に
は、目立つように「１日」、「２日」と明記しているほか、
１日券は「緑色」、２日券は「ピンク色」に色分けして作
成

【交通局】
　現在発行している一日乗車券については、券面表
紙を活用して交通局舎移転や世界文化遺産に登録さ
れた明治日本の産業革命遺産等のPRを行っており、
利用可能な車両の写真については券面内側に掲載し
ているところです。
　利用可能な車両の分かりやすい表示や「交通ナビ
かごしま」のＱＲコードの掲載については、今後、新た
な一日乗車券を製作する際に検討していきます。

9 鹿児島大学

女性

⑨ 　市電は、進行方向の両替機でしか両
替出来ないが、混んでいる時不便だった
りするので、後ろの両替機も使えるよう
にしてほしい。
　そうすることで降車時に両替をする人
が減り、出入り口の混雑が緩和され、車
内での乗客の移動がスムーズになると
思う。

⑨ 　交通局で、電車の切り替え、内装の切り替えを行うときに、両
方の両替機が利用できるように交通局へお伝えしたいと思いま
す。
　利用者の皆さんの利便性を考えると、そのような方向性も必
要ではないかと考えています。
　ただ、既存の電車で改装して、両方の両替機が使えるように
するとなると、大変、お金が掛かってしまいますので、電車全体
の切り替えのときに、使えるようにしていければと思います。

交通局 　市長回答のとおり
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10 鹿児島大学

男性

⑩ 　今回、まちづくり論を受講して鹿児島
市について考えるきっかけになった。
鹿児島市のまちづくりについて考えるこ
とは、もっと若い世代から取り組んでもよ
いように感じた。
　現在、市では子どもミーティングという
取組をしていると聞いたが、鹿児島市内
の中高生20人程度ということで、意欲の
ある学生しか参加していないのではない
かと思う。
　そこで、総合学習の時間等を活用し
て、鹿児島市のまちづくりについて考え
る取組ができないだろうか。
　小学生は、道徳の授業等で講義形
式。中高生はワークショップ形式で実施
できると良いように思う。
　また、大学生は、法文学生のみが参加
できる授業ではなく、共通教育の部分で
実施できると、他の学部の学生も参加で
き、参加者の幅が広がるように感じた。
　若い世代の人材育成のために、より若
い世代に鹿児島市について考える機会
をつくることはできないか。

⑩ 　昨年末に策定した本市の地方創生総合戦略では、若い世代
の地元定着やUターンを図る観点で、郷土に対する愛着心を育
むため、「大学との連携強化とふるさと教育の推進」を重点戦
略の一つとして掲げています。
　鹿児島市内には、６つの大学がありますので、これらの大学
と様々な施策や事業を連携し、情報を共有することで、まちづく
りに生かしていくというものが、地方創生総合戦略です。
　今、お話をいただいたように、特に若い世代の方々がまちづく
りに関心を持っていただくだけでなく、まちづくりに関する事業
などに参加してもらうことが大事であり、そのような環境づくりが
大切であると考えています。
　子どもミーティングについてですが、これは若い世代に対して
まちづくりに関心をもってもらい、市民参画を促進することを目
的として、中高生を対象として、開催しています。参加者は２０
名程度でありますが、インターネットを通じての募集しておりま
すので、今後とも多くの皆さまが参加できる機会を増やしてい
ければと思います。
　また、総合的な学習の時間等では、身近な郷土について学ぶ
機会があります。道徳の授業では、郷土の伝統と文化を大切
にし、郷土を愛する心を持つことをねらったことをしており、ふる
さとに対する関心、愛着を持ってもらう機会になっているかと思
います。
　夏休み期間中には、小学５、６年生と中学生を対象に、実際
のまちづくりの様子を見学してもらい、まちづくりの課題やまち
の様々な魅力を探ってもらう「こどもまちづくり探検隊」を開催し
ておりますので、そういったものにも参加して頂いているものと
認識しています。
　また、今回は法文学部のみなさんに受講して頂いたところで
すが、多くの皆さんに受講していただけるよう大学との連携の
中で、取り組んでいきたいと思います。
　

企画財政局
市民局
建設局
教育委員会
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「 市 長 と ふ れ あ い ト ー ク 」 発 言 に 対 す る 処 理 方 針

番号 発言者 関係部局

日時：平成28年1月21日（木）11：00～12：00
場所：鹿児島大学

発　言　内　容 市　長　回　答 検 討 結 果 、今 後 の 方 針 等

11 鹿児島大学

男性

⑪ 　まちづくり論を受講してきた中で、市職
員から様々な媒体で広報しているが、な
かなか市民に届かないということを聞い
た。「市民のひろば」などで広報している
と聞いたが、読む人は限られていると思
うし、大学生は読んでいない人も多いと
思う。
　また、市でもＳＮＳなどを活用して情報
発信しているが、比較的硬い文章になる
と聞いた。多くの人に情報を伝えるため
に、たとえば大学生などをPR大使に任
命し、SNSを活用して鹿児島市のことを
PRしてもらうのはどうか。他にも、情報
発信力のある芸能人の活用等は考えら
れないだろうか。

⑪ 　ご指摘頂いたようなことなども課題でありましたので、初め
て、広報紙「かごしま市民のひろば」12月号の特集記事を、鹿
児島大学の学生４名と協働で制作しました。今後とも、若い世
代の方々にこの広報紙をしっかり読んでいくような工夫も必要
だと思いますので、出来るだけ、若い方々に参画して頂ける機
会を増やしていければと考えております。
　また、鹿児島市では、県外で活躍されておられる本市出身者
等を“鹿児島市ふるさと大使”として委嘱しています。
　現在までに、京セラ名誉会長の稲盛和夫さん、俳優の西郷輝
彦さん、指揮者の下野竜也さん、サッカーの遠藤保仁さん、政
策大学院教授の大田弘子さん、女優のはしのえみさんに委嘱
をし、様々な機会をとらえて、鹿児島の情報の発信をお願いし
ています。
　また、今年、作成したプロモーションビデオでは、HKT４８の宮
脇咲良さんにもご出演いただき、世界文化遺産や天文館ミリオ
ネーションの紹介をしています。
　今後も、情報発信力のある著名人の方々にご協力いただき、
観光PRをしていけたらと考えています。

総務局
経済局
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